
第２回 北海道十勝地域公共交通計画推進協議会 

運賃協議分科会（帯広市・音更町・士幌町・上士幌町） 

議事概要 

 

日 時 令和７年（２０２５年）１０月３０日（木） １３時００分～１３時４０分 

場 所 十勝総合振興局 ２階 ２A会議室 

出席者 別添「出席者名簿」のとおり 

 

協議事項 北海道拓殖バス(株)が運行する乗合バスの運賃について 

 

議 事 

(1) 住民意見募集結果の報告 

・資料１に沿って説明 

（事務局）意見募集期間中、拓殖バスに苦情のようなものはあったか。 

  （拓殖バス）運賃が上がるのかという問い合わせが５件ほどあったが、苦情はなかった。 

    

(2) 意見交換 

  【主な意見】 

  ○意見募集結果では、値上げは仕方ないという意見が多数であり、値上げには賛成。 

   利便性の向上などを求める意見も寄せられており、これらの意見を今後どのように

受け止め対応していくかは、地域公共交通計画推進協議会の場で議論したい。 

  ○運賃値上げによる影響について今後検証をしてほしい。 

  ○値上げの時期は高校生が自転車通学からバス通学に切り替わるタイミングでもある

ため、周知に力を入れてほしい。 

  ○地域のバス路線全体を支えるためにも値上げは必要な措置と考える。丁寧な説明や

サービス改善をお願いしたい。 

  ○バス路線維持のためには、住民の利用が不可欠。乗り方教室の実施など、住民の側に

もバス路線を守ってもらう意識を醸成していく。 

  ○社会情勢や 29年間値上げを実施していなかったという状況を踏まえると、事業者が

経営を続けるためには値上げはやむを得ない。住民の理解を得ることやサービスの

向上をお願いしたい。 

  ○値上げもやむを得ないという住民意見が多く寄せられたことについては、バス路線

を維持する必要があるという意識があるものと受け止めた。 

  ○住民の生活を支える上でバス路線は必要であり、廃止を避けるためにも、値上げには

賛成。 

   



  ○上士幌線等の最終便繰上・減便により、上士幌町から帯広市内の高校に通う生徒につ

いて、部活終了後バスに乗れず、帯広市内で下宿せざるを得ないなどの影響が出てい

る。 

  ○片道運賃が 1,000 円を超えると利用者の負担感が強まることから、キャッシュレス

決済時の割引など、バス事業者には利用者負担の軽減策も検討してほしい。 

  ○住民意見では、２社の料金に違いがあっても良いのではという意見もあったが、税金

が投入されていることも考えると運賃に差がない方が望ましい。 

  ○バス路線は交通弱者の足となっており、路線を維持するためには、税負担と利用者負

担の適正な割合について検討する必要がある。全員が賛成することは難しいが、値上

げはやむを得ない方向で話がまとまることが望ましい。 

 

（４）協議結果 

北海道拓殖バス（株）から提示された運賃改定案について了承。 

「道路運送法第９条第４項及び同法施行規則第９条第２項に掲げる協議が調って

いることの証明書」を、本分科会から北海道運輸局帯広運輸支局に提出する。 


